
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《活動計画》 必要に応じ変更することがあります 

   
４月 

R１決算カード・R３予算
について（大塚先生） 

１０月 
清和の拠点施設の現状
について聞く 

 
５月 

「君津市公共施設等総合
管理計画」（大塚先生） 

１１月 
歳入歳出決算書の分析
（大塚先生） 

 ６月 施設見学の準備 １２月 公開講演会 

 ７月 施設見学 １月  

 
８月 

事前学習 

バランスシート探検隊 
２月 

決算カードの比較分析

（大塚先生） 

 ９月  ３月  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当会は、暮らしの疑問を出発点に、君津市の財政状況について継続した学

習と調査を通じて、君津市の実情を知り、市民が君津市と暮らしのこれか

らを考えられることを目的としています。 

※知り隊ニュースのバックナンバーは市内８公民館にあります。 

『君津の暮らしを考え隊』（問合せ先：広報 齋藤みどり 54-3449）           Faceｂook↓ 

仲
間
を 

 
募
集
中 

新しい「君津市総合計画」（２０２２～２０３０年度）の策定に向けて、

１０年後の目指すべきまちの姿を皆で共有し、市民の声を聞くための

懇談会として各地域９箇所で開催され、延べ１６２名が参加しました。 

参加者は、“君津市の良いところ”“将来どんなまちになるとよいか”

“君津市の将来を描くうえでのキーワードは”との問いに、思いを発言

したり、ワークシートに記入し伝えました。 

「君津の暮らしを考え隊」は、

会員の関心を元に、今年度は

「君津市の公共施設」について、

財政を切り口に学習していくこと

にしました。 

講師は引き続き大塚成男先生

に来ていただき、君津市の財政

を紐解いていただきます。 

皆さんも君津市のことを知り

一緒に考えてみませんか？ 

都会に通える！ 

井戸水で災害時助かった 
セリやクレソンも自生する 
ストーブの薪も戴ける 

小糸川の氾濫状態が
わかるように！ 
小糸川岸に竹が生え
ている。整備も必要。 

様々な 
意見が 
出ました 

プラゴミを捨てる為に
ゴミ袋を買っている。 
回収方法を検討して！ 

土地に余裕があるところは、
交差点を環状交差点にすれ
ば、災害時停電しても問題な
く通行できる。 

ＩＴで大規模農業も良いが
脱炭素＝脱機械も有りの、
多様な社会がよい。 

↓市の資料から 

君津の暮らしを考え隊         2021.6 

知り隊ニュース No16 

H29 H30 R1 R2 R3

予算の推移(歳入）
(平成29年度～令和3年度) 市債

県支出金

国庫支出金

交通安全対策特別交付金

地方交付税

地方特例交付金

環境性能割交付金

自動車取得税交付金

ゴルフ場利用税交付金

地方消費税交付金

法人事業税交付金

株式譲渡所得交付金

配当割交付金

利子割交付金

地方譲与税

諸収入

繰越金

繰入金

寄附金

財産収入

使用料及び手数料

分担金及び負担金

市税

君津市の財政 

R１年度決算、R３年度予算 

大塚先生の分析を紹介 

(円) 

３５０億 

 

 

３００億 

 

 

２５０億 

 

 

２００億 

 

 

１５０億 

 

 

１００億 

 

 

５０億 

 

 

0 

大塚成男先生 

千葉県在住 

熊本学園大学大学院会計専門職 

研究科教授。 

総務省等の自治体財政分析に関す

る研究会委員を歴任。君津市経営

改革推進懇談会委員を務め、市職

員向けや公民館等での財政講座の

講師を担っている。当会にも協力。 

市の財政状況を知り、市民も考えよう！ 

 

過去最大の令和３年度予算 
◆依存財源や貯金の取崩し(繰入金)が多い 

◆新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策事業にお金がかかる 

◆広域連携による施設整備にお金がかかる 

「国庫支出金」は、 
５４億６６３５万円 

前年比１１億７２２５万円 27％増 

「市債」は、衛生センター整備事業債の
増などで３２億３９０万円 
前年比１２億５０２０万円 64％増 

依
存
財
源 

「繰入金」は、１１億８３２万円 
前年比１０億８７３１万円激増 

財政調整基金､君津市市民文化振興基金､
里地棚田保全整備事業基金からの繰入れ 

自
主
財
源 

「市税」は、１６９億１１００万円 
前年比６億３９００万円 3.6％減 

「地方交付税」は、１００万円 
前年比２億１９００万円 99.5％減 

令和３年度予算≪歳出≫ 
・投資及び出資金は、かずさ水道広域連合企業団
出資金等の増により、６億２４８３万円 

前年比４８００万円 8.3％増 
・投資的経費は、衛生センター整備事業、公園施
設長寿命化対策事業の増などにより、 

５０億９１４２万円 
前年比２０億４２８６万円 67.0％増 

３４３億８千万円 

３１６億１千万円 

３１２億９千万円 

３２８億６千万円 

２９４億１千万円 

令和３年度 
依存財源：１３９億２８１９万円 
（40.4％） 
自主財源：２０４億５１８１万円 
（59.6％） 

 

平成 29年度 
依存財源：１００億８７１６万円
(34.3％) 
自主財源：１９３億２２８４万円
(65.7％) 

市の方針や主要事業は、広報きみつ４月号(Ｐ6～9)に掲載されています。 

「依存財源」は 
国や県からの支援 

 
「自主財源」は 
自前の税収+貯金取崩し 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

有形固定資産減価償却率 
(資産老朽化比率) 

71.2％ 72.3％ 73.7％ 
  

君津市の実質単年度収支の推移 

君津市の財政調整基金（＝家計での貯金）の推移 

大塚先生が読み解く・・令和元年度決算から見える君津市の財政状況の気になるところ・・・     

君津市における歳入の推移 (円) 

３５０億 

 

３００億 

 

２５０億 

 

２００億 

 

１５０億 

 

１００億 

 

５０億 

 

0 

R1 年度の歳入総額は H13 年度以降最大！ 
地方税収入が増えているわけではなく、国県支出金
の増加、地方債収入(借金）が大きくなっている。 

▲台風災害などによって補助金がつきますが、入ってきた以上にお金が出て行くことを意味しています。 

年ごとのお金の出入りを見ると 
R1 年度は赤字！ 

(円) 

１５億 

１０億 

５億 

0 

－５億 

－１０億 

 

Ｒ１年度は、 
財政調整基金(貯金)が
大きく減少している。 

減り止まり 
微増 

Ｒ１年度は増加し 
Ｈ１３年度の約３倍 
台風被害への対応か？ 

借金は減！ 
ひと安心 

物件費に含まれていた
非常勤職員の賃金は雇
用制度の変更で人件費
となったが、増えている 

外部団体への補助費は
微増 

古くなった施設の建替えや
大規模修繕、道路やインフ
ラの整備にお金がかかる 

将来世代負担比率・・・・９．８％ 
将来世代負担比率 ＝ 地方債残高(特例地方債を除く)÷有形・無形固定資産合計 
 
将来世代負担比率は、社会資本等形成に係る将来世代の負担の程度を把握する指標です。 
この割合が大きいと、将来世代への負担が大きいことを意味します。 
割合が低いほど将来の世代の負担が軽いことを表します。 
今後も地方債残高の抑制に努めるなど、世代間の負担の公平性に配慮した計画的な事業執行
を行っていく必要があります。 

有形固定資産減価償却率(資産老朽化比率)・・・・73.7％ 
有形固定資産減価償却率＝ 減価償却累計額／償却資産取得価額 
 
有形固定資産のうち、償却資産の取得に対する減価償却累計額の割合です。 
この数値が大きいと、所有している資産の老朽化が高いことを意味します。 
100％に近いほど老朽化が進んでいるといえます。 

貸借対照表からわかること 

資産は減少しているのに 
負債は増加している！ 

施設がかなり古い 
↓ 

公共施設等総合管理計画
に基き、個別施設計画が
作られ進められていく 

君津市における歳出の推移 

黄色枠をチェック！ 

上段３つが義務的経費 


